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概要　周 産期 ．ヒの 諸 問 題 が 在 駘 期閲 と の 関 連 に お い て 検 討 さ れ る こ と の 多 い こ と に か ん が み，排卵 日 よ り起 算

し た 在 胎 日 数 を も と と し て 児 体 重 の 予 測 お よ び SFD に っ い て の 検 討 を 試 み た．す な わ ち 分娩 を 終 ゴ し た 婦 人

で し か も基 礎 体温 か ら排 卵 凵 を 推 定 し排 卵 ・分 娩 日数 を 算 出 で きた 214例 を 対 象 と し て 排 卵 ・分 娩 U 数 と児 体

重 と の 関係 を 求め ，Y ＝ 18．6497X − 1743．7 〔Y ：児 体重 （g ），
　 X ：排 卵

・分 娩 凵数 ，　 r2＝043782）　な る 回

帰 式 を 得た ．こ の 回 帰 式 に よ る 児 体 重 の 予 測 値 （Y ） と 実 測 値 と の 差 （実 測 値 t一予 測 値 ） が ，差 の 標 準 偏 差 の

一 3！2 以下 に な る も の を SFD ，− 312 と
・十 3！2 の 間 に あ る も の を AFD

， 十 312 以 上 に な る もの を LFD と し

て ，そ れ ぞ れ の 出現頻度，母体 因 子 と の 関 連，児 の 状態 な ど に っ い て 推計 学 的 検 討 を 加 え 以 下 の 結 果 を 得 た ．

　   SFD ，　LFD の 出 現 頻 度 は そ れ ぞ れ 5，1％， 5．1％ で あ つ た ．

　   SFD は 経 産 に．比 し 初産 に 高 率 に．み ら れ た、
　  SFD 児 を 出産 し た 母 体 で 賦 LFD ｝こ 比 し 身長 の 低 し・婦人 が 多 く （P ＜0，D ，

LFD で 1よ SFD
，
　AFD に

比 し 身長 の 高 い 婦 人 が 有 意 に 多 か つ た （P ＜ O．05）．SFD で は AFD
，
　 LFI） に 比 ［．低 体 重 の 婦 人 が 有 意 に 多 か

つ た （そ れ ぞ れ P 〈O．Of，　 P ＜ 0，05）．
　  SFD で は AFD に 比 し 胎 児 仮 死 ヵ乱 有 意 に 多 く （P ＜O．05），ま た Apgar　 score 　 7 点 以下 が 高率 で あ っ

た ．
　  SFD で は AFD に 比 し 児 体 重，児 身 長，胎 盤 重量 ，子宮 底長 が 有 意 に rj ・ で あ っ た （そ れ ぞ れ P 〈 o．oel，
P 〈 O．OOI，　 P 〈 O．GO1，　 P ＜ 0．001）．　LFD で は AFD に 比 し 児 体 重，児 身 長，胎 盤 重 量 ， 子 宮 底 長 が 有

意 に 大 で あ っ た （そ れ ぞ れ P ＜ 0．OOI，　 P 〈 〔〕．．OOI，
　 P ＜ Of　．001，　 P 〈 O．05）．

　  　SFD ．
で は AFD に 比 し 胎 盤 比 が 有 意 に 大 きか っ た （P ＜ 0．05）．
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　　　　　　　　 緒　　言

　今 日の 周産期周辺の 諸問題が在胎期間 との 関連

に お い て 検討 され る こ とが多 い 点を考 慮す る と，

真の 在胎期間を正 しく把握す る こ とが問題解決の

い と ぐち で あ る と考え られ る ．一方 ， 在胎期間に

比 較 し て胎児 の 発育障害を示 す，い わ ゆ る smal 】

for　dates （SFD ） baby の 予後 は 必ず し もよ くな

い ．そ こ で SFD を 正 し く認識 し ， そ の 予防や早

期発見 に努め なげれ ば な らな い が ，今回著者は排

卵 日 よ り起算 した
“
真 の在胎 日数

”
を用 い て 在胎

日数 に お け る SFD に つ い て retrospective に 推計

学的考察を試み た ．

　　　　　　 研 究対象 お よび方法

　東京医科歯科大学お よ び 都 立府中病院 に お い

て ，昭和 30年 1月か ら昭和50年 3 月ま で の 間に分

娩を終了 した もの の うち ， 妊娠前後の 基礎体温表

を記録し排卵 日 を推定 で きた 287 例中，慢性疾患

お よ び 糖尿病 の 合併 ， 多胎妊娠 ， 同一母体 の分娩

お よ び 陣痛誘発例を除外 した 妊娠満 8 月以上 （妊

娠満 32週 ，終経 よ りの 在胎 224 日以上 ） の 214例

を対象 と した ，

　排卵日は 基礎体温表 の 低温相最終日 と推定 ，こ

の 日を 0 日と し て起算 し分娩まで の 日数 ：排卵 ・

分娩 日数 （在胎 日数） を求め た ．

　 こ の 排卵 ・分娩 日数 と児生下時体重 との 関係を

求め ，Y ＝ 18．6497X − 1743 ．7 （Y ： 児生下時体

重 （g ），X ：排卵 ・分娩 日数 （日），
r2・＝ O．43782）

な る 回 帰式を得た （図 1 ）．こ の 回帰式に よ る 児体

重 の 予測値 と 実測値 との 差 （実測値
一

予測他）

が ，差 の 標準偏差 （6　＝ ＝ 365g ） の マ イ ナ ス 3 ！2

以下 に な る もの を SFD （small 　for　dates），
マ イ

ナ ス 3 ！2 と プ ラ ス 312 の 間 に あ る もの を AFD

（appropriate 　 for　 dates）， プ ラ ス 3 ／2 以上 に な る

もの を LFD （largefor　dates） と定義 し た ．

　更に 船川伯 との 比較 に お い て は ，
Naegele 算出

法を用 い た 場合 は 最終月経第 1 日 を 0 日 として

起算 し，排卵 ・分娩 日数を用 い た 場合は 排卵 ・分

娩 日数 ブ ラ ス 14目 を 在胎 日数 と し て 船川 （1964）

の 在胎週数別出生体重基準値 に 対応 させ た ．在胎

週数は completed 　week で 表わ した ．推計学的処

児体 重

5，000

4，〔mo

鳶CCO

2， 

i・αU〕
200

図 1　 排卵 ・分娩 日数 と児体重

　 250
排 卵 ・分娩 日数

45

300日

理 は t 検定 お よ び x2 検定 に よ つ た ．な お 検定

に 際 し， 水準値 は 比較 ご との 危険率 とし て 示 し

た ．

　結果

　 1． 排卵 ・分娩 日数 と児体重 との 関係 に つ い て

　 214 例 の 排卵
・
分娩 日数の 平均は 264．3± 9．5

（M ± SD） 日で あ り，児体重 の 平均は 3，184± 404

9 （M ±SD） で あつ た ． 排卵 ・分娩 日数を横軸 と

し児体重を縦軸 と し て プ ロ
ッ トす る と図 1 の ご と

くな る ．両者 に か な り強い 直線関係 が み られ ，

前述 の ご と くY 　・− 18．6497X − 1743 ．7 （Y ： 児生

下時体重 （g）， X ：排卵 ・分娩日数 （日），　 r2＝

0．43782）な る回帰式を得た ．こ の 回帰式に よ る予

測値 （Y ） と実測値 （対象） との 差 （実測値一予

測値） の 標準偏差は 365g で あつ た ．

　2 ． SFD ，　AFD ，　 LFD の 発現頻度に 関して

　前述 の 定義に よ り新生児を分類す る と発現頻度

は SFD 　11例　（5 ．1％），　AFD 　192｛列　（89．7％），

LFD 　 11例 （5．1％）で あつ た ，排卵 ・分娩 日数
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表 1　 SFD ，　AFD ，　LFD の 在 胎 週 数 別 発 現 頻 度

II 36週
　　　　．37
以 前

十

38

．
「
139404142

週

以 降
、111il

：2〕SFD1 （1）…　 031 2ω

A 上
1D10

　　 　 1319

　253

　2

　22514192

LFDo 　 　　 o

．

i

5邑

　463 1 〔1ll

μ111 　 　 　 13

　426

⊥ 572816214

摎ド馴亅・分 娩 日数 ブ ラ ス 14日を
．
在三月台［1数 と し

．
匸 月ヨい た

（　 ） 内は 周 痒 期 死 亡 例

表 2 　 SFD の 在 胎 週 数 別 発現 頻 度の 比 較

［

．36週
以 前

　 　 　 237

　　　…

A1Bo0

（lo 一
C 　　 …o　　．

罅…1
．．．』　 　

50

　
．
1

A
』
今 回 の 方法 に よ

’trt二場 合

B ：排 卵
・
分 娩 日 数に M 日を 加え て 補 ∬、した 在胎 ll数 ・：”

　 用
1．・て 船 川 の 在 胎週数別 出 生 体 1巨基 準 値ド 対 応 さ七

　 た易 合

C ： Nacgetc 算 出 法に よ る 在 胎 日数 を 罰い て 船 川 v）　tl、拾
　 週 数別 出生体 重基 準値 ｛ご 対応 させ た場 合

プ ラ ス 14日を在 胎 日数 と して それ ぞれ の 在胎週数

別発現頻度を示す と表 1 の ご と くな る ．

　 SFD は 38週で 高率で あつ た ．一．
方 AFD は 39

週に ピ ー
ク が あ り ，

．
更に LFD は 38週お よ び39週

で 高率で あ り，42週以降は 0 で あつ た ．

　次に 同 じ対象を排卵 ・分娩 日数 プ ラ ス 14日 を在

胎日数 と し て用 い 船川 （1964） の 在胎週数別出牛

体重基準値に 対応 させ る と， SFD は 5 例 （2 ，3

％） と減少 し ，LFD ぱ 22例 （10．3％） と 増加 し

た 、又 ，同 じ対象を Naegele 算出法 に よ る 在胎

日数を用 い て 船川値に 対応 させ る と SFD は 4 例

（ 1．9％），LFD は 20例 （9．3％） とな つ た （表

2 ）．

　3．　 母体 の 年齢お よび初 ・経産別頻度に つ い て

SFD
，
　AFD

，
　LFD の 母体年齢 の 平均は そ れ ぞ れ

28 ．9± 2 ．8 （M ± SD）歳，28 ．7± 3．5 （M ± SD）

歳 ，28 ．2± 3 ，5 （M ± SD）歳で 三 者問 に 差 は 見

られ な い ．

　初産 と経産の 割合は SFD で は 初産 11例 （100

％），経産 0 ，AFD で は 初産 152例 （79 ．2％），経

産40例 （20．2％），LFD で は 初産 8 例 （72 ．9％ ），

経産 3 例 （27 ．3％） とな り，SFI） は初産 に 高率

に み られ る傾 向に あ る ．

　4 ． 母 体 の 体格 に つ い て

　 SFD
，
　AFI）

，
　 LFD 児の 出生母体 の 身長，体重

（分娩直前の 体重） の
’F均値お よ び平均値 の 差は

表 3 に 示す ご と くで ある ．身長は SFD で 152 ．3

，k　3　SFD ，　AFD ，　LFD の 母．身長 ・
体 重の

L
卜均 値

） は 「夕旨1数 を
’
小 す

L を 当 二 P ＜ 0．01　 ヨ と、5 ：

2 と 当
’

P く L）．Ol 　1 と 6 ：

　 　 　 　 　 　 　 5 と 6 二

母体 屯（kg　／，
M 二 SD

　 56．5± 7，3

61 ．1＋ 7、2

67 ．且± 5、7

P く 0．05P
〈 O．OlP
〈／10．u］

± 5．1cm （M ± SD ），
　 AFD で 154．9± 4 ．3cm （M ±

SD ），
LFD で 158 ．7± 3．gcm （M ± SD ） とな り，

SFD と LFD
，　AFD と LFD で は 有意差を認め た

（それ ぞれ P ＜ 0、01）．母体重は SFD で 56．5± 7．3

kg （M ± SD），　 AFD で 61．1± 7 ．2kg （M ：t　SD），

LFD で 67．1± 5 ．7kg （M ± SD） とな り，SFD と

AFD
，　 SFD と LFD ，　 AFD と LFD で それ ぞれ有

意差を 認め た （そ れ ぞれ P ＜ 0 ，05 ，P ＜0．01 ，　 P

O ．01）．

　更 に 214例 の 母体身長 の 平均値 155 ．0± 4 ．3 ’

cm （M ± SD） を
一 1∂以下 （ 150．5cm 以下） の

低身 長群 と一 1C と十 1 δの 閭 （150．5cm 〜159．5

cm ） の 中等群お よ び 十 1δ以士．（159，9cm 以上）

の 高身長群 の 3 群に わ け SFD
，
　 AFD

，
上FD に お け

る身長群 の 頻度を み る と図 2 の ご と くな り ， ま た

母体体重 の 平均値 6L1 ± 7．lkg （M ±SD） を一

16 以下 （54、Okg以 ド） の 低体重群 と
一 1 δ と十

1 ∂ の 間 （54 ．okg 〜68 ．5kg） の 中等群お よ び 十 1

δ 以上 （68．5kg 以 F．） の 高体重群 の 3 群 に わ け

体重群 の 頻度を み る と図 3 の ご と くな る ．

　 ］50 ．5Cm 以下 の 低身長群 の 出現頻度は SFD ＞

AFD ＞ LFI）　とな り ，　SFD に お い て ば 1／3 を 越

え，LFD に お い て は 皆無 で あ つ た ． 159 ．5cm 以

上 の 高身長群 の 出現 頻度 は 逆 に SFD ＜AFD ＜LFD
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図 2　 SFD
，
　AFD

，
　LFD 　に お け る 母 身 長 群 の 頻 度

　 （ ）は 例 数 を 示 す

150．5cm以下 1505cm〜1595cm

野 　 口 他

1595cmPA上

SFD （II）

AFD （192）

36・4　　　ノ／ 54．5 9〆’〆ノ’

LFD （Ii）

！〆　ノ2，
　
　’

乙 64．6 ，一”　　　　18．2

45．5 54．5

O　　　IO　　20　　ヨ0　　40 　　50　　60 　　70 　　80　　90 　　10D％

図 3　SFD，　AFD ，
1．FD に お け る 母体重群 の 頻 度

　 （　） は 例数を 示す

SFD （凵）

AFD （192

540kg以 下 54．Ok　＿685kg 　　685kg⊥鼠上

LFD 〔II）

54 ．5 36．4 ！ 9．1’

’’　ノ6’5！

72．7 27．3

O　　　LO　　　20　　　30　　40　　　50　　60　　　70　　　80　　　90　　　100％

とな り，SFD に お い て は 1090以下 で あ り，LFD に

お い て は 1 ！2 を越えた ．

　低身長群 の 出現 を 比較 する と SFD ，　 AFD と

LFD 三 者間 に お い て その 出現頻度 に 有意差 の 傾

向が あつ た （P ＜0．1）．ま た 高身長群を比較す る

と AFD と LFD とに お い て そ の 出現頻度に 有意

差 が あつ た （P ＜O ．05 ）．すな わ ち SFD に お い

て は 150．5cm 以下 の 低身長老が 多 く，LFD に お

い て は 159．5cm 以上 の 高身長老が 多 い ．
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　54．Okg以下 の低体重群の 出現頻度は SFD ＞AFD

＞ LFD とな り，　 SFD に お い て は 112 を 越 え ，

LFD に お い て は 皆無 で あつ た ．68 ．5kg 以 上 の 高

体重群の 出現頻度は逆 に SFD＜AFD ＜LFD とな

り，SFD に お い て ｝tlO ％以下で あ り ，
LFD に お

い て は 30％近 くな つ た ．

　低体重群 の 出現 を 比較す る と SFD と AFD ，

SFD と LFD とに お い て それ ぞれそ の 出現頻度に

有意差が あ つ た （それぞれ P ＜ 0．Ol，　 P ＜ 0．05）．

すな わ ち ，
SFD に お い て は 54．Okg 以下 の 低体重

児者が 多い ，

　5， 児体重 ，児身長 お よ び 子宮底長 に つ い て

SFD
，
　 AFD

，
　LFD の 児体重 ，児身長お よ び子宮底

長 の 平均値は 表 4 の ご とくな る ． SFD に お い て

は 児体重平均は 2，400± 5049 （M ± SD），児身長

平均は 47．8± 2 ．4cm （M ± SD ）， 子宮底長平均は

30．8± 2 ．5cm （M ± SD）で ある ．AFD に お い て

はそれ ぞれ 3，185± 4099 （M ± SD）， 50．3± 1．O

cm （M ± SD），33．5± 2 ．2cm （M ± SD ） と な り ，

LFD に お い て は それ ぞれ 3，958± 1909（M ±SD ），

52．9± 1．6cm （M ± SD ）， 35．0± 2．Ocm （M ±

SD）で あ る．

　三 者を比較する と児体重 ，児身長 ， 子宮底長 と

もに そ の 差は 有意 で ある （表 4 ）．

　6． 児の Apgar　score お よ び仮死 に つ い て

　Apgar 　score は 出生後 1分 の値 と し た ． 対象例

中 score 　7 点以下 に つ い て検討す る と 18例 （8．4

％）が こ れ に あた る ． SFD
，　 AFD ，　 LFD に お け

る発現頻度は それ ぞれ 3 例 （27．3％），15例 （7．8

％），0 で あつ た （表 5 ）． SFD に お い て は 7 点以

下 が高率に 発生 し て い る ．

表 4　 SFD
，
　AFD

，
　LFD と児体重，児身長 お よ び 子 宮底長

SFDAFDLFD

　 （

　 　 　 （11）

　 　 （192）

　 　 　 （11）

） ぱ 例 数 を 小 す

　 　　 a と、3．：

　 　 　
”
i／とβノ ；

　 　 　 の とゆ ：

児 体 重 （幻
　　M ±SD

児 身 長 （c 皿 ）
M ＝ SD

子宮底長 （c 皿 ）
　　 M ± SD

  　 　214  0士 504   47．8± 2．4   　 　 30．8エ 2．5

2．　 3，185± 409 〔」、 50，3± 1，0   　 　33．5士 2，2

：31　 3，958 ± 19 
广广一・．§ノ 52．9± 1．6  

・
　 35．0± 2 ．O

p 〈 0 ．00／

p く 0 ．eOl

p く 0 ．001

：亘〕とC5，； p 〈 0 ．0〔｝1

：：心と 16v： P く O ，Ol
ゴ包と．5／、’p く 0 ．001

（Z．と（麌） rp 〈 O．OOI
，Z と1／t）”：p く 0．OOI

嬉）と  ； p く O、05

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

48 SFD に 関 す る 統 計 的 考察 目産婦 誌29巻 1 号

表 5　SFD ，　AFD ，　LFD と ア プ ガ
ー

ル ス
t．コア ．胎 児 仮 死，　 GPD 、妊 娠 中 毒症 お よび帝 土 切 開 の 頻度

一一一
Ap9 ・・ 噸 I
Sc〔兀 ビ 7 以 卜　 旨

胎 ・囑下
石
  ＞

1 妊 娠 申 毒症

　　　　（％）　　　　　　　一一一
帝 1 切開
　　　 （％ ）

一一．．」’r．一一
　 SFD （11）

　　　　　
一一

→
3（27 ．3）　

1 ；葱刺
．一一

　 　 　 　 　 　 　 　 1o
2（18．2） 　　 K9 ．1）

一

AFD （192 ） 15（7．8）
・・9（4 、7，

．
… 6（3．1） 20（10．4）

　　　　　　　　1
23（120 ）

！− FD （11＞ o

　　　　　　　　ド
（タ け 2q8 ，2）　一一 牛一 塑 二ρ ．、

瞿 、， （214 ） 18（ 8．4） i2（56 ） 6（2．8）　 「
　　　　　　　馬

24〔奨 1．一⊥一翌弓1121）　　　．一一・鹵
（　 ） は 例数を 示す
x

と
桝

； P ぐ   ．05

　胎児仮死 は 胎児心 拍数が数回 の 陣痛周期を通 じ

て毎分 120以下 また は 160以上 で 完全な回復を認

め な い もの と した ．対象例 中12例 が こ れ に あ た

る 。 SFD
，　 AFI）

，　 LFD に おけ る 発現頻度は それ

ぞれ 3 例 （27 ．3％）， 9例 （4．7％）， 0 で あつ た

（表 5 ）．SFD と AFD を 比較す る と SFD に お い

て有意 に 胎児仮死 の 頻度が高 い （P ＜0．05 ）．

　7． CPD
， 妊娠中毒症 ， 帝王切開に つ い て

　CPD 　（cephalo −pelvic　disproportion）　レよ 玄」
』
象1列

中 6 例 （3．1％）で あ b ，全て AFD に発現 し，

LFD に お い て は皆無 で あつ た （表 5 ）．

　妊娠中毒痂は尿蛋 白 30mg ！dl 以上，下腿 の 浮腫

軽度，収縮期 血厂E140mrnHg 以 ヒ，拡張期1側下

90mmHg 以上 の 4 項 屋中の 2 つ 以上 を示す もの ，

あ る い は 尿蛋自 ioOmg ！dl以 上 ，浮腫高度 ，収縮

期 血圧 170mmHg 以一L ， 拡張期血壮111ClmmHg

．以上 の い ずれ か 1 つ 以上 を 示 す もの と した ．対象

例 中24例 （11．2％）が こ れ に あ た る ． SFD 　AFD ，

LFD に お い て は そ れ ぞ れ 2 例 （18．2％），20例

（10 ．4％）， 2 例 （18．2％） の 発症で あ つ た ．SFD

と LFD は AFD よ りやや 高率で あつ た （表 5 ）．

　帝王 切開 の 施行 は対象例 中26例 （12．1％） に 行

わ 2t　，　 SFD ，　 AFD ，　 LFD に お い て 1は それぞオ
尸
11 例

（9 ．1％），23例 （12．0％），2 例 （18．2％） で あつ

た ．SFI）→ AFD → LFD と 高率 に な つ て い く （表

5 ）．

　 8 ． 胎盤 重量 お よ び 胎 盤比 に つ い て

　 SFD ，　 AFD ，　 LFD に お け る 胎盤重量 の 平均値

は それぞれ 449± 869 （M ± SD ），
561 ± 959 （M ±

SD），682±　105g 　（1）1± SD ）　で あ つ た ．

　三 者に お ける 平均f直の 差は そ れ ぞれ有意 で あ つ

表 6　 S卜
11
｝，AFD 、　 LFD と胎盤 甫 量，　胎盤 比

匿輩隈 環
劉

　 LFD 　　 〔11）

「憶 。．

0 ．

：3　　682 ± 1D5　　　b　　O　

L 鼕 蓼超過壁晩 一．野
87± 74 ⊥一一里

745
±璽 些

　 （　 ） は 例 数を 小 t．

　 f定 目 超 過 群 は 耕 卵 ・分 娩 L・｛数 で 279 日以 1：とす る

　 　 　 1．〜ゴ 2 　
’

P ぐ 0 ピ）Ol　　二舜と3 　： P ＜ 0 ．05

　 　 　 上 と 3．』P ＜ ‘）．001

　 　 　 2 烈 」1 ： P ＜1〕．OOl

た （い ずれ も P ＜ 0．OOI）　 （表 6 ）．すなわ ちSFD

ワ）胎盤重量は 小で ，LFD の 胎盤重量 は 大で ある ．

排卵 ・分娩 日数が 279 日以上 の 予定 口超過群 17例

の 胎盤 重景 の
・r一均値は 587 ± 749 （M ±SD） で ，

そ の 値 は AFD と LFD との 間 に あ つ た （表 6 ）．

　胎盤重量を児体重で 除 し て 示 され る胎盤比 の 平

均値は SFD
，
　 AFD

，
　 LFD に お い て それ ぞれ 0 ．191

± 0 ．029 （M ± SI）），　 O．177 工 0 、023 （M ± SD ），

O．172± 0．022 （M ± SD）で あつ た ．　 SED と AFD

と の 比較 に お い て SFD が 有意に 大で あつ た （P

く0 ．0の （表 6 ）．排卵 ・分娩 日数が 279 日以．上 の 予

定 LI超過群 17例 の 胎盤比 は 0．175± O．02】 （M ±

SD）で ， その 値は AFD と LFD との 問に あつ た

（表 6 ）．すな わ ち SFD に お い て は 胎盤 の 発育 も

悪 い が ， 更に 児 の 発育 は 悪 い ．

　　　　　　　　　考 　 　案

　基礎 体温 を記録 す る こ とに．よ り排卵 日 を 推定

し，こ の 口 よ り起算 し た 在胎 日 数 に 関す る 報告

が過去 に お い て い くつ かな され て い る （Stewart

1952，　DOring　1962，　梅ガく1965 ，　飯塚 1972 ，　lI］中
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1972，Saito　 et 　al ．1972 ）．す なわ ちその 平均値は

265日前後で い ずれ も分散 の 幅は 狭 い ．既 述した

ご と く低温相最終 日を排卵 日と推定 した本研究に

お い て 平均値は 264．3± 9．5 （M ± SD ） 日で ，こ

れ らの 報告 とほ ぼ一
致 して い る ．

　 排卵 日か ら起算 した 在胎 日数 と児の 生 下時体重

ec関する報告は それ らの 平均値を 算出す る に と ど

ま り （飯塚 ， 田中），相関関係を追求 した もの は み

あた らな い ．本研究 に お い て は 在胎 日数 と児生下

時体重間に は 前述 の ご と くか な り 高 い 直線関係

が 得 られ （r2・＝0．43782 ），　 Y ＝・18．6497− 1743．7X

（Y ：児体重 （g ） X ：排卵 ・ 分娩日数） な る 回

帰式 を得た ．こ の 回 帰式 に よ る予測値 （Y ） と実

測値 の 差 の 標準偏差は 365g で あ り ， 船川 （1964）

の 報告に お け る児体重 の 標準偏差 360g に ほ ぼ一

致 し て い る ．すなわ ち類似 した 変動性 を示 し て い

る ．

　生下時体重が在胎期間に 比 して 標準体重 よ り小

さ い （SFD ），ある い は大 きい （LFD ） もの の 定義

に 関 して ，欧米で は 一般に Lubchenco （1963） の

標準曲線 が 用 い られ ，その 10％以下 を SFD と

し，90％以上 を LFD と して い る ．本邦 で は船川

（1964）の 在胎週数別出生体重基準値の
一 312 ∂

以下を SFD と し，十 312 ∂ 以上を LFD とす る方

法が用 い られ て い る ．と もに 在胎期間 と し て は 在

胎週数が用 い られ て い る ．こ の 場合 に は在胎 日数

に 換算する と最大 13日間の 幅が生ず る可能性があ

る ．例えば 39週 の 初め の 例 と40週の 終 りの 症例 の

間隔を考えれ ば こ の 事情は 容易に 理 解され よ う．

　今回著者は 在胎 B数 とい う点 に よ る児体重 の 予

測を試み ，予測値 と実測値 との 差 （実測値一予測

値）が ，差 の 標準偏差 の 一 312 以下 に な る も の

を SFD と し ，十 312 以上に な る も の を LFD と

し た ．

　SFD の 発現頻度に 関 して は 杉山 （1972） 4．5

％，秋山 （1971）　2 。6％ ， 龍宮 （1971）　8．1％ ，

新田 （1973 ）4 ．64％e な ど の 報告が あ る ．本研究に

お い て も 5．1％o とほ ぼ 同様 の 結果を得た ．

　同 じ対象を排卵 ・分娩 日数 プ ラ ス 14日を在胎日

数 と して 船川 の 基準値 に対応 さ せ る と SFD は 2．3

％と減少 し，LFD は 10。3％と 増加 した ． こ の こ

とは 対象の 平均体重が船川の基準値 よ りも大で あ

つ た た め と思わ れ る ．又 ， 同 じ対象を Naegele 算

出法に よ る在胎 日数を用 い て船川 の 基準値 に 対

応 さ せ る と，SFD は 1．9％ ，
　 LFD は 9．3％ とな

り，排卵 ・分娩 日数 プ ラ ス 14日 を 在胎 日数 と し

た 場合 と比 べ て 総数 に お い て も在胎週数別 で も

不
一

致が生 じた ．こ の こ とは今回 の 対象例 で は

Naegele 算出法 に よ る在胎期間算 出に 排卵 の 遅延

に原因す る延長 ，誤 りが あつ た た め と思われ る ．

したが つ て Naegele 算出法 に よ る 在胎 日数計算

で は 月経歴 ，
つ わ りの 初覚時期 ，胎動初覚日な ど

を十分に検討し，必要に 応 じて訂正 し た 在胎 日数

を用 い る こ とが肝要で あ る ．

　母体の体格 と SFD
，　 LFD に 関 して は ，身長 の

低 い 婦人 に SFD が高 く発現 し ， 身長 の 高 い 婦人

に LFD が 高 く発現 し た ．ま た 低体重 の 婦人 に

SFD が有意 に 高 く発現 し ，高体重 の 婦人 に LFD

が 高頻度 で あつ た ． こ の こ とは SFD
，
　 LFD の 本

体を解 明す る た め に は 母体の 因子を除外した条件

の もとで こ れ らを検索す る必要が ある こ とを示唆

し て い る ．

　SFD は妊娠中毒症に 発現 が 高 い とい われ て い

る が ， 今回 の 研究では そ の よ うな結果は得 られ な

か つ た ．また 帝王切開 も SFD に お い て と くに 高

頻度で な か つ た ．一方 ， CPD は 全 て AFD に含

ま れ ，LFD に は 皆無で あ つ た こ とは 一考 に 値す

る ．

　SFD で は 正常に比 し有意に 胎児仮死 の 頻度が

高か つ た が ，そ の 根底 に 胎盤機能不全が存在す る

とい う推定が な され て い る ご と く，管理に 厳重な

注意を要する ．

　ま た SFD は 正常に 比 しそ の 体重 ，身長，胎盤

重量 が有意に 小で あ つ た ．一
方 ， 胎盤比に 関して

は 秋山 （1971） は SFD＞正常群〉過期産 ・巨大児

と し て い る が ， 本研究 に お い て も SFD は AFD

に 比 し有意に 高値で あつ た ．予定 日超過群 は正 常

に 比 し やや低値を示 し た が殆 ど差が な か つ た ．

　こ の よ うに SFD は 臨床上 の 問題点が 多い の み

な らず ， そ の 出生原因に つ い て も非常に 複雑 で一
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律に論ず る こ とは 困難 とされ て い る ．

　従来 の 考え方 に よ る と，1）　胎盤な い し母 体側

に 主因が考え られ る場合，2）　胎児 自身に 主 因 が

考え られる場合，3）　両者を含ん だ原因の 場合 ， 以

上 の 3 者 に 大別 され ると言われて い る が ，それ以

前の 問題点 と して 在胎期間 の 問題があげ られ る．

　まず正確な在胎期間を 用 い る こ と，次 に 母 体側

原因 の うち身長 ，体重 ，経産 などの 母体因子を除

外 し て SFD を と らえ る こ とが必 要で ある と思わ

れ る L 更に は ，胎児胎盤機能検査な どの 併胴 に よ

る早期発見 ， 予知が望 まれ る ．今後 ，以上 の よ う

な点を考慮 して SFD の 臨床的基 準 の 確立 を試み

た い と考え て い る ．

　稿 を 終 る に あ た り
， 種 々 ご 教示 い た だ い た 東 京 医 科 歯
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一
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